
2221伊豆一新島強震と其の前震

及び徐震の愛震機構(概報)

一浦武}lli

1. 昭和 11年 12月 27目。時 14分頃伊豆一新島附近に強震が起り，新

島及び式根島等ではかなり甚しい被害を生じた。此の地震には数同の前震があ

り叉多数の飴震を伴った。之等多数の地震のうち主なもの L設現時と各地K於

ける震度分布等を弐に示す。但し 'L7日9時 16分頃の徐震は本震の震動中に

起ったもので本震と分離し難く精確な験測を行ひ難い。

種別

局

〔額〕

局

〔小〕

局

〔小〕

第 1 三ミ

護現時 五lえ李" 度 ノノJ、 布

27日 9時 12分 1. 御前崎

27 9 14 (一横須賀ー御前肱演松

11. 宮11恥沼津， I横演，甲府 1.勝浦，身t}津，東京，ー

飯間，筑波If-I，名古屋，彦根‘宮津，伏木

27 9 16 11. 伊東，御前崎 1.横演，東京

27 11 12 111.横須賀，11. 御前崎， 1.伊東，三島，沼津，

27 21 31 I 御前11奇

29 2 20 11' 伊東，御前崎，横須賀 1.三島，沼津，横潰，

演松，名古屋

〔頴J;願者f地震(小J;小 区 域 地 震詰;局護地震

震度:~IV; rj::t震 III;弱震 II;軽震， 1;徴震

破壊的地震の通性として本震も前震・2余震何れも震源は極めて浅い。本報文

で筆者は先づ之等地震のうちの主なもの L震央の分布を調査する。三えに浅裂地

震の遁例としてP波初動分布から各々の議震機構を明かにし，地殻内に働いた

と推定される起震主底力の方向を調べF 最後に S波初動の定量的研究を行ふ設

定である。

j 2・ 震央分布 本震と前震及び飴震の主たものに就て P波走時五ゑび、S波走

時表を参照し乍ら震夫を出来る丈精確に求めた。共の結果は震源は何れの地震
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に就ても極めて浅く精々十数粁以内と求められF 且つ第2表及び第1固に示す

捺に各々の地震の震央はかたり散在して求ぬられ石 O

震央分布 I司第 1同

30' 
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時定第 2r白j

第 2固には 27日 9

時 12分頃及び:29日

2時三O分頃の地震の

P波及びS波の走時曲

線を示す。曲線は前記

走時表により震源の深
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3. 授震機構前節に示した 7個の主友地震の P波初動分布は第3園に示す

様に総て 4象限に分れる型式に属するものである O 個々の地震に就て多少の相

異はあるがp 大館としては北東及び南西の 2象限ではP波初動は密波，北西及

び南東の 2象限では疎波となれ所詰起震主星雲力は北北西←南南東乃至北西一

南東に向いてゐるO 第3表比之等推定起震主!霊力の方向並び、に二つのP波節線

が震央に於て見掛け上疎波部分に向つてなす開角を掲げる。との開角は 75
0

か

ち 98。の聞にあるが極大韓としては 9びに近いと云ってよからう O
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第 3 表

震る源護に震於時け 起震主魅力の方向

27日. 9時. 12う》.05FD N :mo ，y ---S 290 E 

9. 14. 38 N 280 VY --S 280 E 

10. 36. 02 N 300 ，y --S 300 E 

11. 12. 18 N 290 'Y --S 290 E 
21. 31， '51 N 290 ，y --S 290 E 

22. 44. 24 N 390 'Y --S 390 E 

29. 2. 19. 52 N 250 'V --S 250 E 

禁 3固 (1) P波初動分布と護震機構

く2i1=1 9時 14分頃〉
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今同の地震の震央かち官会り遠くはsEらない伊豆本主に起った昭和5年春の伊

東地震詳ゑび同年 11月 26日の北伊立烈震等で主堅力が今同のと同様矢張り

北守西一南東に向いてゐ47叉嘗て前記伊東地震議?昭和 G年 9月 21日西埼

玉強震と含余震，及び昭和8年3月3日三陸沖地震と飴震等の調査から得られた

と同様に，今同の地震に於ても前震，本震及飴震がすべて同一傾向の設震機構

第 4悶(1) S波初動の分布

(27 EヨE寺12分tlU

第 4悶 (2)

( 29日"8奇20分 t頁)

を示してゐる事等は注目に値する。

又一二の例として第6固で見られる

様に記象型が臭ったものも見受けられ

るが此の調査は次の際にゆづる。

4. s波初動に就て深夜地震のS

波初動の振動方向や・拡幅は登震機構に

関聯して数量的の研究が屡々行はれて

ゐるがy 浅護地震のS波に関する研究

は徐り多くはない。鷲坂氏は昭和5年

11月初日北伊豆前震に就てS波初動

の分布を調三;本多博士は多くの浅設

地震の S波と P波の振幅の比の方位

( 69 ) 

的分布を調査した。今

岡取扱った地震のうち

27日9時 12分頃の

前震及び 29日2時19

分頃の会余震に就てかな

り多くの観測所でS波

初動を明瞭に験測出来

たので次に之に基いて

出来る丈定量的に調査

する事とする。

。S波初動の水平成分

は第4闘に示す様に P



l第 4表 2'I 日 9n手12分!Jlの地震の S波初動表

ISII! .1 
~ 証明 所 、 i8ul 2rp lo~~ D. og sin 2rp 

μ O 

信 i時 110 40.4 2.23 
， 

1.92 
御 ι y~ι Ij f母 133 ‘ 80 2.13 2.01 

~& 松 49 89 1.69 2.18 

横 なミ d‘ 93 90 * 1.97 2.11 

東 京 22 89 1.34 2.20 
古島 谷 2ド 30 f4 * 1.52 2.31 

何日 キ喬 10 49.4 1.11 2.37 

彦・ キ良 9 79 0.95 2.47 

但シ*片方の成分のみの値

29日/2時20分頃の地震の S波初動表

、 e
e ‘ 

l担 主目 所 2rp logs og sin2rp 

1'" o 

信~ 1奇 444 47 2.79 1.96 

f卸 ì~Íj 1母 767 90 2.89 1.98 
ζ位長三芦4 松， 411 88 2.61 2.15 

五〈 京 159 87 2.20 2.21 

完長 谷 252 58.4 2.47 2.32 

筑 波 IIi唱 4~ì 88.4 1.69 2.36 

首百 橋 151 44 2.34 2.37 

彦・ キ艮 93 85 1.97 2.46 
へ

第 5f司 S 波 初 動
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波節線の附近で最も明瞭に

験測され，相隣る節線の中

間の方位では S波が小さ

し叉大きい尿Ili冨のP波に

援される等の震か殆んど験

測出来たい。而してP波節

線附近では S波初動は何れ

も疎波の昔s分から密波の部

分に向いてゐる O

S波初動の水平成分の大

いさを ISnj，観測所の震夫



第 u1司.地震記 象
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距離をム km，最も近い P 波節線から測った震央に劃する方位を伊とする

と，浅護地震波動の定量的研究を参J!試して

|峠AjzfOS2伊 (μ)

り T 1rt 11"¥0' ISHI と沿いてよさ Lうである O 第 5園横軸には logム， *'ィ足車由ιは log-一一号ーをとる
cos之?

と雨者はかなり直線的の関係、を示す。最小自乗法によって 4や"を求めると，

27日 9時 12分頃の地震からは logA = s.98， n = 2.44， 29日 2時 19分頃

の地震からは logA = 6.41， n = 1.82 でi1m者平均すると大館 η=2.1としてよ

い。 ~p今取扱ってゐる様な範圏内では S 波初動の大いさは見掛け上震央距離の

自乗に逆比例してゐる O 嘗て中野博士は均質宇無限蹄|生惜の表面に水平力の働

く場合に S波に就ては%二1と求められてゐる。然るに今同の地震の賞測結果

からは 12二2.1と求められたのは地殻が均質でなく地震波線が轡山する事及び

地震波動勢力が停播の途中で、吸収される1.iit等の事柄に基くものかも知れないO

しかし今同取扱った範聞は震央距離の範圏も狭く，験測結果も徐り多くはない

からイ可れにしてももっと多くの材料に就て精細に調査した後で友ければ決定的

の結論は下し難い。

絡りに種々御便宜を御奥へ下さった測候所の方々及び、怒始御指導下さいまし

た本多先生，叉有益友忠告を輿へ下さった鷺坂先生に厚く街1漣'1=1上げます，そ

れから製固に助力下さった波佐谷氏に深謝しますO

〈昭和 11年 5月 中央気象塞にて〉

支蹴:一一 (1)K. 1Vadati， K. Sagisaka & K. Masuda. OnもheTravel Time of 

E紅白quake1Vaves (Parも1)Geophys. Mag. Vol VII. (2)鷺坂清信，竹花山手夫;

近地地震に於ける S波の走時表及初期徴勤時表;験時，第 8巻 (3) (4)は殆ど!司じ

メカニズムを持ち北伊豆地震については一一鷺坂清信，北伊豆烈震の震源の運動に就い

て;験時，第 6巻参照 (5)前掲 (6)本多弘吉;浅い地震の機構と記象型に就て;験

時，第 5巻 (7)鷺坂清信，竹花峰夫，昭和 8・年 3月 3 日三陸沖強震及儀震の護震

機構に就て;験時，策 8谷 (8)S波初動にヲいては最初党法技師が志摩牛島の地震に

際して注意せられ(験時，第 6;巻〉その後，本多博士・河角博士・竹花氏や棚橋氏等の諸

氏により研究された。 (9)鷺摂清信，地震t荒波の初動から見た震源の運『動機構;験時，

第 6谷 (10)本多弘吉，前掲 (6) (11) H. Nakano. Some Problems Concernillg 

the Propagaもionsof the Disturbances in and on Semi-InfiniもeElasもjc Solid.: 

Geophys. Mag. Vol. II. 
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験iJl.lJ 表(1) 27日 9時 12分頃

観測所
iP 

制動 ;|lB 山初動;|| 9九12m+ ~ 
N E l z m叫 N E 

s 
- 1μ5 十 μ8 (264s 〉 ←μ 五ヰ;11ーB 伊東 18.7 

信昨年 22.3 + 41 01 + 101 33.3 1 - 1001 +45! 83 

三島 23.6 - 61 (+) 1 -1 - 1 -1 -1 93 

御前崎 25.4 

演松 句‘'、， 01 01 01 44:.0 1 - 501 --301 150 

横演 28.6 + 6.0 + 3.9 十 2.6 44.7 + 93 128 

熊谷 * 一 :1、a 62.5 30 '204 

船 津 30.1 - 2.4 + 1.2 ...:....2.9 139 

甲府 3l.8 (ー〉 (ー〕 * 
東京 (33.7) 一 52.7 I - 16 十 15 157 

八丈島 32.2 + 3.0 十 2.3 * 
-、・.、， '‘;: ・ * 146 

遁分 44.9 +・2.4 - 1.5 一 233 

前橋 吋-'.、 ~、1、. 69.5 + 61 + 81 . 232 

彦根 ← 82.0 一 91 (+) 1 296 
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前

現

一

宮

一

御

船

甲

東

八

銚

熊

筑

前

彦

長

話f 65.2 - 54.0 + 17.2 - 27.2 27.0 

万L 65.7 (+) ? (+) ? + 40 20.2 

丈島 65.5 + 11.8 + 2.1 一 16.9 19.4 

子 71.5 + 9 + 6 + 8 26.0 

谷 73.0 24:2 

波山 73.0 + 11 + 4 + 8 、24.9

橋 75.8 4.2 + l.6 一 10.0 26.4 

本民 84.2 + 1.0 1.6 + 1.4 25.8 

聖子 84.3 一 20.2 + 5.8 一 11.6 36.5 
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前

S波初動:一一東京 N(ー)。 筑波111N ( -187)， E( + 1日83釘)口彦

湖岬 N(一)， E (一)0 演キ松去 N(一)0口

P 波初動:一一伊吹rJIN (十3)，E (-5)。

(3) 27 1] 10時 36分頃

iP P 初

1担測所・ 10九361九+ P~S 
N E z; 

p、
3μ 8 1μ 6 

27 

$ 

伊 18.0 一 十 8，0 

沼 津 18.7 一 16 十 7 10.4 

一一一 島 19.3 18 + 6 351 ]0.1 

号t主fi 11，時 19.4 + 10.0 ーL 4.5 ] 1.9 

御 前崎 20.1 一 + 11.4 13.6 

jjft 7.4 身~.~ 24.8 (ー〉 十 2.4 一

註ミ 松 ，26.5 + 5 16.4 

東 ぷ 30.4 (+) (+) ? 18.2 

八丈島 nO.9 ..L 1.8 5.5 ー. ].3 1'7.6 

37.2 5.0 ti包 d，l，:、F 
一 1.4 一 21.7 

筑波 山 37.3 24:0 

名 古 屋 40.2 + 2.0 一 2.1 + J.3 24.0 

I~主 阜 41.8 (+) (一〉 (+) 26.5 

S i皮初動:一一宮崎 N( -303)， E ( + 6針。 潰松N(:':"63)， E (一郎)。 銑波山

N(発)， E (+11)0 岐阜 N(+3)，' E (-4)。

( 74 ) 



(4) .27 H 11時四分頃
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(5) 27日 21時 32分頃
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(6) 27日 22時 44分頃

P P 平方 動

観 測 所
22h P--S 

N E Z 

骨 μ μ μ s 
伊 東 44 38.0 一 5 一 10 一
官 崎 41.2 + 10.6 (十〉 + 42.5 11.2 

一一一 島 41.3 一 + 一 11.7 

f却前 i昨 41.9 + 3.6 + 5.3 一 12.9 13.1 

沼 津 42.6 一 8 + 2 一 13.9 

横 z賓 47.3 + 3.9 + 1.7 十 25.8 15.6 

八丈島 47.6 + 45 一 5.5 一 14.9 

演 キ公 48.3 一 一 5 14.5 

甲 府 51.1 一 4.2 + 1.4 一 20.6 21.9 

東 尽 51.7 Q 一 一 + 7 19.5 

自長 谷 57.5 一 1.4 一 十 10.0 24;7 

筑 波山 59.1 + 5 + 1 + 4 26.1・

古音 橋 45 01.8 『一 'ー 一 2.6 30.7 

遁 分 04.2 一 6.8 + 3.8 28.8 

( 76 ) 



(i) 29日 2時 20分頃

会(震央距離は入宇 J39~l1' <p=34018'..としての.値う"

iP P 手刀 動

2h240S 7??+; 

S 初 勤 .1 
観測所

-. 
2h20m+ 'E 

，. 
km N' Z N E 

s 
+ 10.μ 1 十手 7.μ6 

s 
-:- .31μ 6 +.. 31μ 2 宮崎 10.4 +.、 β4.μ1 

〆 22.8 91 

三島
R 

、9310.6 - 47 - 50 * 
御前崎 11.5 O + 2.1 7.1 24.7 一'.690- 335 95 

;八丈島 18.7 +9.1 ;;，....." 2:0 一 1.2 37.4 --:" 125 --"' "'851- 146 

加』津 17.4 +-12.5 - .6.3 - 6.3 .17.4 一、 .- . 139 

演松 18.0 一 1 + 1 一 1 36.2 - 346 -'o 240 142 

甲 府 19.7 - 10.3 + 5.9 (ー〉 ← 一 一 159 

束、京 22.4 -，. 13 41.2 - 100 、+.124 163 

熊一谷 28:3 一(ー)， 一 51.0 1+;， 72 + .242 208 

筑波山 29.9 一 7 一 1 - 6.5 54.2 23 十 43 2291 

前橋 * 
← 59.0 -108 +'105 234 

長野 39.5 〈ー〉 一 (ー〉 2781! 

二彦根 39.7 7.2 +7.9 -.: '10" . :. (70.7) 一 93 一 289 

京一都 41.7 一 。， ← 326 

潮岬 43.8 1.0 + 1.5 (77.7) 一 330 、. ， ・‘

富山 48.7 一 p......s 
沼津 11.3 -39 ~. 4 "-44 ，12.4 

‘ 
~. 、

横ー潰 '17.8 ぐ+う く+ 2.8) 16.5 守 '.ーιー『 一 9・ーF 

、'
横須賀 18.2 - 33 - 15 一 16.7 

"ー ー

松 本 31.6 -6  + 4 33 一、
逗分 J 32.4 - 7.2 + 5.2 29.7 -， .、

和歌山 48.7 (ー〉 一 2.1 + 1.2 '37.5 一

洲本 49.7 -.1.0 { 1.0 (+)・ 42.0 ← 、， 一

紳戸 47.8 + 1.0 一 2.0 + 2.5 40.2 一 一 一、、
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